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　ニューイングランド植民地における初期の植民地で
あるセイレム（Salem）の「第一教会」の歴史は，そ
の後のピューリタン植民地の発展にとって，きわめて
重要な位置を占めていることについては，今更とりた
てていう必要はない。が，その実態については，まだ
残念ながら十分に解明されているとはいえない。
　いうまでもなく，1620年から1730年の約百年余にわ
たる期間は，アメリカ・ピューリタニズムの全盛期で
あった。この間にマサチューセッツ州には，175の「会
衆派教会」（Congregationalist　Church）が建設され
ている。いまわれわれが対象としているのはその最初
に設立された「セイレム第一教会」（The　First　Church
of　Salem）であるが，これは，その後建設されたもろ
もろのピューリタン植民地の諸教会のモデルとなった
ものである。これが，それ以前に，プリマスに入植し
た「ピルグリム・ファーザーズ」の会衆派集会の組織
形態から多くの影響を受けたものであるか，あるい
は，その教会員たちの母国イングランドの教会政治を
そのまま持ち込んだものであるか，については議論の
あるところではあるのだが，いずれにしても，この教
会のニューイソグランドにおける典型的な位置は重要
である。
　この教会において，初期の教役者たち（Samuel
Skelton，　Francis　Higginson，　Roger　Williams，　Hugh
Peter）が，ピューリタン的信仰の標準を形成し，ニ
ュー Cングランド神学の中核的概念である「契約」
（Covenant）を設定したのであった。1629年，当時の
牧師・スケルトンと教師・ヒギンソンと，教会のオリ
ジナル・メンバーとの間で締結された「契約」は，単
に神学上，信仰上の制度にとどまらず，深くその後の
アメリカ文化の深層構造に影響をあたえた概念であ
る。
　セイレムの教会が建設された時から175のニューイ
ソグランド教会が設立される百余年の期間は，この
「契約」概念が世俗化する歴史と考えてみてはどうで
あろうか。このことをよく示す歴史的経験に「ハーフ
ウユィ・コベナント」をめぐる信者相互間の複雑な関
係がある。入植して30余年後の1662年3月，セイレム
教会はヒギンソン教師と2人の長老をボストンに派遣
する。ニューイングランド全域の教会会議に出席する
ためである。この会議では，回心経験のない信者の子
女又は孫を，教会に「ハーフウユイ・メンバー」とし
て受け入れることを決定した画期的なものであった。
この幼児洗礼を受けて教会に席を持った2，3代目の
会員は，しかしながら，聖餐式にあずかることと，教
会政治における議決権を持つことは禁じられていた。
「セイレム第一教会」は議論の末，1665年5月18日
に，この改良案を正式に受け入れることになった。そ
れから数年後，つまり1667年には，他の諸教会とは異
って，この「ハーフウユイ・コベナント」によって教
会員とされたメンバーを，聖餐式にも連らなることを
認めたのであった。この措置は，当時としてはきわめ
て「進歩的」であったため，強い批判を受けることも
あったが，他のニューイソグラソド諸教会も，ついに
はこれにしたがうようになったのは，皮肉なことであ
る。
　この頃から，セイレムは，他のタウンと同様に，人
口が急増するようになる。教会から遠い人々が，日曜
礼拝その他の教会の行事に出席することに困難を感じ
て来ると，各地区毎に新しい分教会の設立を需めるよ
うになり，Beverly，　Mablehead，　Peabody，　East　Church
などの教会がたてられ，教会政治も大きな変革を余儀
なくされる。
　セイレム第一教会とその社会に関する史料（主とし
て教会史料）は，そのほとんどが現存しているといっ
てよい。それらの，日誌，洗礼記録，会員名簿等は洗
礼，入会，退会についての種々の記録，聖餐停止の理
由，子供たちの教会教育の内容，牧師，長老，執事等
の選任，慈善金の配付方法，ボストンの宗教会議や植
民地総督との関係，下部教会との関係等，セイレム・
ピューリタンの教会の信仰内容，教会政治の特色，ク
エーカー主義や魔女にたいする態度などを知る上に，
実に多くの情報を提供してくれる。社会史家にとって
は，教会員たちの生活上の諸行状，例えば，酔酒，悪
い友達つき合い，偶像崇拝，漬神，家庭不和，盗み，
誓いごと，自殺未遂，教会欠席など，牧師の説教やす
すめから抽出されるものとは異ったあらわな人間の生
きざまを立体的に示している。これについては，より
一そうの史料経読の進んだのちに，まとまった報告を
したいと考えている。
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